
koi                  【11 月はロータリー財団月間】  第 1157 回例会 2022 年 11 月 30 日 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

なし

出席率会員数 欠席者 出席者

11月9日 の修正出席率

14名 2名 12名 85.7%

☆ 司会進行  SAA – 森本弘之 君 
 

 
 

会長 栗林久一 君 

皆さん、こんばんは。 

今年も残すところ、あと一ヶ月となりました。月日が経

つのが早いもので、また一つ年をとります。 

明日から１２月です、１２月といえば「師走」ですね。

「師走」の由来は、僧侶（仏道修行者）のような普段から

落ち着いている人でも、この月は多忙で走り回るようにな

るという意味から名付けられたという説があります。 

では、なぜ僧侶は歳末に忙しくなるのかというと、毎年

年末に仏名会（ぶつみょうえ）という法要があるからです。

「師走」は、「師」である僧侶（仏道修行者）がお経をあげ

るために忙しく走り回る月であるから「師馳（しは）す」

あるいは「師走り月」が語源といわれています。 

一年の締めくくりでもあり、 

新しい年へと準備する忙しい月 

でもあるので、コロナやインフ 

ルエンザにかからないように 

気を引き締めて気忙しい１２月 

を過ごしたいと思います。 

今日は稲垣君、会員卓話 

よろしくお願いします。 

 

   幹事 山本敦弘 君 

○ 国際ロータリー第２６４０地区 

米山記念奨学生の世話クラブとカウンセラーのお引き受

けについてお願いが来ています。 

  引き受けるか理事会で協議します。 

 

 
【米山奨学委員会】  細川幸三君 

 カウンセラーを引き受けたいと思っています。米山特別金寄

付したい方はお願いします。 

 

   SAA 森本弘之 君 

◇細川幸三君（過分に） 今年もの残り 1 カ月。皆様、一年間

ありがとうございました。 

◇栗林久一君 稻垣くん本日卓話よろしくお願いします。 

 

◇小池佳史 君 岸本周平氏が知事になりました。 

 

   
 

出席委員会 

  松本政彦 君 

 

 

 

 

 

 

 

 ｢町議会について｣ 

会員卓話 稲垣 崇 君 

今日、私がここになぜ立っているのか？ 

それは先々週のことです。 

携帯が鳴ったので見てみると、画面には小池社長とでてい

ました。 

仕事の依頼かなと喜んで電話に出たところ、「ロータリーのこ

となんだけど、今月プログラムの担当で３０日のプログラムを考

えているんだけど、外来卓話を依頼したいのだけど、今またコ

ロナが増えてきているからなあ。なかなか依頼しにくいのよな

ぁ。」ってことで、「稲垣君、来年は選挙やろ。みんなに応援依

頼する時間をあげるわ。議会のことで自分が感じていること、思

っていること、４年間で１，０００万円強の報酬のこと、なんでも

良いから、卓話を頼むわ」ってことで、日頃からお世話になって

いる小池社長の依頼だから（少し強制みたいな）、やはりここは

断ってはいけない、と思い了解しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

って言う事で、今日は日高町の議員定数と報酬について、私

の思うところを話させて頂きます。 

 現在の日高町の議員定数は１１人です。報酬は議員２１万円、

副議長２３万円、議長２７万円です。昨年の９月議会以降、議

員定数について、議員全員で協議をおこなってきましたが、増 
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次回例会のご案内 
 

★12/14 例会は 

2022-2023 年度年次総会です。 

（選挙） 

 次年度理事、次々年度の役員さ

んを決定する大切な日です。 

 出席よろしくお願い致します。 

ROTARY CLUB SONG 

それでこそロ－タリ－ 

 

員派（２名）、減員派（３名）ともに現状維持（５名）の人たちを味

方につけることができず、現状維持となってしまいました。 

 このときの、私の考えはどうだったか、と言いますと。結論から

言えば、増員派でした。 

 なぜかといいますと。現在、町村議員のなり手不足が全国的

に問題として取り上げられています。その理由として、議員報酬

が安いということがあげられています。減員派には取りあえず、

議員定数を減らしておいて、減ったことによって議員一人あたり

の仕事量が増えたという理由で報酬を上げようという人もいます。 

 しかし、議員の仕事は、町民の声を、町民の想いを行政に伝

え、実行させることです。町民の声を幅広く聞くには、聞き逃さ

ないためには多くの聞き手があるに超したことはありません。聞

き手が少ないと聞き逃すこと、聞くことができないことがあるので

はないかと思います。より多くの町民の声を聞くためには、議員

は多い方がよいと考えます。（聞く耳は多い方が必ず多くの声

を聞けます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、多様性という観点から、議会においていろんな意見を

出すためには、議員数が多いほど良いと考えます。まとまりにく

い方がいいのです。数が少ないほど、まとめやすくなるので、

執行部側（町長側）からしてみればやり安くなるのです。今、日

高町の議員数は 11 人です。議案を可決してもらうには６人を説

得すれば良いのです。これが、議員定数が１０人になれば、５

人になります。少なくなればなるほど楽なんです。また、少なく

なれば議員同士が結託して、良からぬ方向に進む可能性があ

ります。 

 そこで、私は町民の声を幅広く聞く、議会の意見の多様性と、

そして議員報酬の値上げ阻止を目的に、議員報酬の総額は現

状の範囲内で議員定数を増やすという考えを出しました。これ

には、猛反発されました。毎月２１万円の報酬を頂いています。

御坊市と比べたら半分ぐらいかもしれませんが 、市町村議員

は兼業が可能です。なぜなら、毎日毎日、議員としてしなけれ

ばならい仕事がないからです。定例会は、年４回（６月、９月、１

２月、３月）です。それぞれ、８日から１５日間で会期を決定しま

す。しかし、この会期中、毎日議会があるのかと言うと、そうでは

ありません。休会が半分ぐらいあります。はじめて議員になった

その一年間、議員として公務に関わった日、1 時間でも 30 分で

も出務した日を半日として、日当計算をしたら、日当は約５万円

でした。これでいいのかと、疑問を感じました。 

 また、先の町長選、補欠選から、選挙費用の公費負担が出る

ようになりました。一人あたり最高で約６６万円、令和２年９月議

会で議案として提案され、賛成多数で可決されました。反対し

たのは私一人でした。次の選挙で、一人あたり約４０万円の公

費が使われたとして、１５人が立候補したとしたら６００万円が使

われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

予算計上はもっとしていますが。これ、町の単費です。 

 このように、議員たちは自分のプラスになることは反対しませ

ん。しかし、道路工事や公共施設の工事とかには異議を言った

りします。町民目線で物事を見て、考える議員はいないのかと

憤りを感じることもあります。 

 町民の声を行政に届ける。町を良くする。選挙の時にみんな

そう町民に訴えていますが、本気で町のことを考えている議員

はどれだけいるのかなと思う日々です。 

 

 

 

 

君 が 代 
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